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L10 規則構造を有する FePd、FePt 合金は磁気異方性が大きいことから、超高密度記録媒体の
材料として期待されている [1]。しかしながら、Pdや Ptは高価な元素であるため安価なNiで置
き換えた L10型の FeNiの創製手法の確立と実用化が望まれている。著者らは、これまで巨大ひず
み加工を用いた研究で L10 構造の FeNi 相の作製に成功することができた[2]。しかし、合金中の
L10相の割合は十分とは言えない状況である。本研究では、L10-FePd合金中の PdをNiと置き換
えて高い磁気異方性が保持できる Ni 添加量を調べた。X 線回折 (XRD)による構造解析を行い、
保磁力や飽和磁化など磁化挙動を調べるとともに、光電子顕微鏡 (PEEM) を用いて試料表面の組

















図 2は Fe50Pd50の混合粉末をHPT加工で 50回転した試料と、HPT加工後に 550℃で 24時間
の熱処理をした試料の XRDプロファイルを示す。HPT加工後は Feと Pdが不規則に固溶したブ
ロードな合金相のピークが測定された。一方、熱処理後では、目的とする L10 規則相が確認され
た。図 3は両試料の VSM 測定結果を示す。HPT 加工後は保磁力が小さなヒステリシスループで
あったが、熱処理により保磁力が増加し磁化の強さが減少した。すなわち、試料の磁気的性質は熱
処理により変化し、L10規則相の生成が確認できた XRD解析とも一致する。 
図 1． HPT加工の模式図 




















図 4は Fe50Pd50-xNix (x=0, 6, 12, 25, 38, 44、各元素の数字はいずれも at%)の 6種類の混合粉末
をHPTで 50回転加工した後、400℃で 24時間の熱処理をした試料のXRDプロファイルである。
ここでは標準試料として LaB6 を用いてピーク位置を校正した。Ni の添加量が少ないときは、規





















図 5は 50回転HPT加工した Fe50Pd50-xNix 
(x=0, 6, 12, 25, 38, 44)を 400℃で 24時間熱

















図 5. Fe50Pd50-xNix (x=0, 6, 12, 25, 38, 44)
混合粉末の HPT 加工試料を 400℃で
24時間熱処理したときの磁化曲線 
図 6. Fe50Pd50-xNix (x=0, 6, 12, 25, 38, 44)混合粉
末を HPT 加工後に 400℃で 24 時間熱処理
した試料における保磁力のNi添加量依存性 
図 4. Fe50Pd50-xNix (x=0, 6, 12, 25, 38, 44)混
合粉末の HPT 加工試料を 400℃で 24 時
間熱処理したときの XRDプロファイル 
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図 7に、HPT加工して熱処理した Fe50Pd38Ni12（400℃で 24hrアニール）合金の軟 X線 PEEM
像を示す。この磁区観測では、試料中での磁気異方性の分布を検証するため、観察前に試料面直上
向き方向に 1.25 T 程度の磁場を印加した後に約 55 mT で交流消磁してから試料を導入した。こ
の試料中で強い磁気異方性あるいは高い保磁力を有している領域では、交流消磁によっても磁化
がランダム化されることなく、面直上向きの磁化が保持された状態が観測されることが期待され
る。まず、Fe L3、Ni L3の各吸収端周りの X線エネルギーで取得した像から抽出した元素分布マ




かる。下段の 7枚の像は、Fe L3吸収端における XMCD-PEEM像（磁区像）で、同一視野内で面
内回転を行って磁気コントラストの放射光入射角依存性をとっている（図中の青矢印は放射光の






の傾き角が 20 ̊ 以下のものを面直とした）。解析は Igor proの解析マクロを作成して行った。結果
を図 7の右上（「磁化成分」）に示す。面内磁化（灰色部分）が約 88.94%と支配的である中、残り
の 11%程度の領域が垂直磁化を示しており、そのうち、磁場を印加した方向である上向きの磁化
が 7.43%と、下向き磁化の 3.64%とわずかに上回った。また、Niの含有量のより多い Fe50Pd12Ni38

































図 7. Fe50Pd38Ni12混合粉末を HPT 加工後に 400℃で 24 時間熱処理した試料における
XMCD-PEEM像（Fe L3吸収端とNi L3吸収端で取得した元素分布像、Fe L3吸収
端における XMCD-PEEM 像の放射光入射角依存性およびそこから抽出した垂直磁
化成分の分布）。一辺の視野長は 5 m。 
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図 8. Fe50Pd38Ni38混合粉末を HPT 加工後に 400℃で 24 時間熱処理した試料における
XMCD-PEEM像（Fe L3吸収端とNi L3吸収端で取得した元素分布像、Fe L3吸収
端における XMCD-PEEM 像の放射光入射角依存性およびそこから抽出した垂直磁
化成分の分布）。一辺の視野長は 5 m。 
